






北海道オリンピア（株） 宮本 和久 様 （札幌市） （株）アクト 内海 洋 様 （帯広市）

廃食油を熱源とした燃焼器を開発し、循環型社会
を実現したい。 2005.11.16

「活性化石炭」を使った水処理システムを開発した
い。 2006.4.10

　産業技術総合研究所北海道センターの研究支援アドバイ
ザーにサポートを依頼しました。
　プロジェクトチームを立ち上げ、廃食油の発生する事業所で
そのまま消費出来るように、灯油も使える小型のハイブリット
型バーナーの開発を目指すことになりました。

　活性化石炭の機能と効果を科学的に解明し、自社で製造でき
るようにすることが重要です。実証プラントにより活性化石炭
の使用方法と厳冬期の水処理に関する技術・ノウハウを得るた
めに、競争的資金の獲得を目指しましょう。

　既に連携している帯広畜産大学に加え、原料となる石炭の確
保のために釧路コールマイン(株)を紹介し、産総研ゲノムファ
クトリー研究部門も参加してチームを作りました。

　「北海道産低品位石炭を活用したパーラー排水浄化システム
の開発」により、経済産業省の2008年度地域資源活用型研究開
発事業に採択されました。

　2008年6月19日　北海道環境総合展に出展
　2008年7月24日　北海道新聞に掲載
　“帯広畜産大と農業施設メーカー「アクト」酪農排水石炭で浄
化 商品化目指すシステム共同研究へ”

　開発を実現させるため、北海道立工業試験場や試験運転に協
力していただける事業所を紹介するとともに、最適な補助制度
の紹介と申請書のブラッシュアップを行いました。

　「廃食油ハイブリット小型バーナーおよび温風・温水ボイ
ラーの開発」により、北海道中小企業総合支援センターの2007
年度研究開発補助事業に採択されました。

　2007年 7月 6日　開発したバーナーの特許を出願
　2007年12月27日　日経産業新聞に掲載
　“廃食油を直接燃料に使用 小型ボイラー開発”

　ＨｉＮＴの皆さんのご協力を頂き、廃食油を燃焼するバー
ナーを完成することが出来ました。
　長期の燃焼試験を行いながらバーナーの特性を検証し、よ
り完成度の高い製品にするべく現在も研究を継続しており
ます。

▲開発した廃食油ハイブリット小型バーナー

新製品・新技術の訴求・発売

新商品・新技術が開発成功！

実用化に向けた研究・開発を支援

企業の可能性を広げる、パートナーをご紹介

ご相談いただいた悩みの解決策をご提案

　廃棄乳が浄化槽で処理出来ないと聞いたことから、独自で
研究開発を始めましたが、思うように進みませんでした。そ
んな時にＨｉＮＴを紹介され、その様な所は敷居が高いもの
と思っていましたが、初めて行ったにも拘わらず、親身に
なって指導してくれました。ＨｉＮＴにある沢山の情報と人
脈を活用することで、研究開発を進めることが出来ました。

▲帯広畜産大学構内に作られた水処理実証プラント


